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本日のお話し

１．背景・歴史・目的

２．農研機構地域気候シナリオ（手法、内容）

３．利用例や注意点（地域気候シナリオ全般を含む）
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農研機構研究課題「気候変動影響評価」
＊圃場実験とそのモデル化～気候シナリオ～影響・適応策評価

気候シナリオ

社会経済シナリオ

SSP1
持続可能(低い負担)

適応策に対する社会経済的な負担が増大
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SSP2
中庸(中程度の負担)

SSP3
崩壊(高い負担)

SSP4
格差(適応策に高負担)

SSP5
従来型発展(緩和策に高負担)

穀物収量モデルCYGMA (Iizumi et al.)

世界 主要穀物日本 コメ

・FACE実験：高CO2環境下の温
度ストレス影響の取り込み
・適応のための品種特性解明

・作物の生育過程の数値モデル
・社会経済サブモデルによりGD
Pに応じた対策・増収技術を考慮

ゴール 世界最高レベルの作物モデルで気候変化シナリオや社
会・経済シナリオに基づく、食料生産量変動の将来見通しを提示
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１．背景 多分野にわたる影響評価

オールジャパン統一的影響評価のための共通シナリオ
環境研究推進費Ｓ８→SI-CAT/地域適応コンソーシアム全国班→Ｓ１８

*図はS18代表三村氏より
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１．ニーズ 気候シナリオへの期待

◎気温上昇は確実。でも□□年頃
に＋△℃？
→CO2濃度予測や気候モデルの不
確実性

〇地形が複雑で細長い日本では雨
の予測は難しく、気候モデル予測結
果もまちまち→右図

〇農業影響評価のためには日射日
照が重要。湿度や風の情報も。

高精度影響評価／地域適応策策定に時空間詳細な気候シ
ナリオの必要性高まる。しかし地域気候変動予測は難しい。

CMIP5日本平均月別降水
量予測のモデル間差異

農研機構（農環研）ではこれまでも、農林水産業をはじめとする
影響研究の核として、メッシュ気候シナリオを作成・配布してきた
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１．本発表の目的

主に農業分野を対象とする気候変動影響・適応研究のための共通的
な気候シナリオについて、利用可能なシナリオと適切な利用法、気候
変動適応法による地域計画策定支援の状況について述べる。
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２-1．要件 共通的気候シナリオ

〇共通的な気候シナリオとは？

・バイアス補正がされており、すぐに使える。

・マルチ気候モデル：ただし数が多すぎない、日本のモデルを含む

・マルチ要素：日射、地上風速、湿度要素等を含む。

・手法が平易で結果を行政担当者にも説明可能。

－複数の共通的シナリオ（目的、補正手法が異なるもの）が必要

＊環境省「気候変動予測及び影響評価の連携推進に向けた検討チー
ム」での議論にも参加
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２-2．手法 ﾀﾞｳﾝｽｹｰﾘﾝｸﾞとバイアス補正

簡易な空間内挿手法

清野(1993)

アウトプット例： Fig.5 inYokozawa et al. (2003)

資料は北大・稲津氏より

平均と分散を合わせる
＋気温については、将来トレンド保持
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２-3．内容 農研機構地域気候シナリオ

農研機構職務作成プログラム（デ―タベース）：農研機構地域気候シナリオ2017

IPCC-CMIP5の日単位出力に準拠し、農業気象要素を持つ
* 各要素の現在再現性が良い (Ishizaki, Nishimori et al. 2020)

利用プロジェクト（環境推進費S15：自然生態系、S18：農業
SICAT影響／地域適応コンソーシアム：農業、水資源、防災減災）
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３．利用(自治体・実績）

このほか現在、滋賀県、大阪府（環農水）等で利用中
「農林水産分野の地域気候変動適応推進委託事業」での利用計画
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３．利用先 メッシュ農業気象データシステム
公開用トップページ(https://amu.rd.naro.go.jp/wiki_open/doku.php?id=start)

↑利用マニュアル（1月公開予
定）やサンプルプログラム整備

全国の日別気象データを、約1km四方(基準地域
メッシュ)を単位にオンデマンドで提供すること
ができます。提供可能な気象要素は14種類で、
提供可能な期間は1980年(一部2008年)1月1日か
ら現在の1年後の12月31日までです。
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↑農研機構2019年普及成果情報：日本全国1km地域気候予測
シナリオデータセット(農研機構地域気候シナリオ2017)を改変

３．利用例 コメ品質低下（白未熟粒発生）予測

イネ登熟期間の高温に伴う品質低下リスク（茨城県南）
ヒートドース値（日平均気温の26℃からの超過分の出穂後20日間積算値、HD_m26）

影響要素の確率的（箱ひげ図）表現を推奨* ｢メッシュシステム｣サンプルプログラム掲載

－利用者がどこに着目するか、その目的に応じて自身で決定できる。

コメ白未熟粒

このヒートドース値が
白未熟粒の発生と密接
に関連（西森ら2020）

写真は農研機構・森田敏
農業技術60:6-10,2005
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３．利用 地域適応計画のためより広範な利用へ

地域気候シナリオ2017
農研機構登録-X08

NARO統

合データ
ベース

農林水産省系
地域適応コンソーシアム事業

（環境省・農林水産省・国土交通省）

主に全国班
利用(2019)

↑
研究利用

行政・地方
利用

（適応計画）
↓
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おわりに

まとめ

〇農環研メッシュ気候シナリオについて

〇利用実績（多数の分野・プロジェクト）

〇公開方法（多数の媒体・経路）や利用例

今後の課題

〇降積雪や長波、土壌水分、また時別・1km未満に対するニーズ強

〇複数バイアス補正・統計ダウンスケール手法の結果・影響比較

＋農業に重要な日射量のモデルバイアス理解や補正法高度化

〇高解像度の領域気候モデル予測値からのバイアス補正

－「地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベースd4PDF」
－気象庁温暖化予測情報、「日本の気候変動2020」データ
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